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徴

我
々
は
日
常
の
生
活
k
b
い
て
、
二
つ
以
上
の
行
動
の
う
ち
、
い
づ
れ
か
一
つ
を
濯
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
事
態
に
屡
々
直
因
す
る
。

そ
白
時
、
謹
揮
白
結
呆
一
に
闘
し
て
全
く
不
確
貫
性
が
存
在
し
た
い
揚
合
、
即
ち
、
或
る
一
つ
の
行
動
を
と
れ
ば
確
買
に
あ
る
定
ま
っ
た

結
果
が
生
じ
る
C

い
う
場
合
も
あ
る
ぞ
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
行
動
と
そ
の
結
果
と
の
岡
氏
、
そ
の
よ
う
た
一
樹
一
の
樹
陰
が
存
在
t
ず、

或
る
行
動
の
結
果
が
不
臨
時
買
で
あ
る
場
合
も
極
め
て
多
い
。
通
常
、
選
揮
の
謝
象
の
各
z
は
、
そ
の
結
果
K
闘
し
て
様
々
た
程
度
の
不

確
貫
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

b
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
確
質
性
を
伴
た
っ
た
濯
擦
は
、
視
野
を
経
済
行
動
白
範
園
に
限

っ
て
も
、
資
産
保
有
形
態
由
選
揮
、
企
業
の
生
産
計
重
の
濯
揮
、
職
業
白
選
棒
、
ま
た
経
済
政
策
の
濃
揮
等
に
世
間
く
見
る
こ
と
が
て
き

る
不
確
貫
性
が
在
在
し
な
い
場
合
の
選
捧
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
致
用
極
大
白
仮
設
に
よ
っ
て
訟
明
さ
れ
る
り
が

普
通
ゼ
あ
る
。
例
え
ば
或
る
一
定
の
貨
幣
量
に
よ
っ
て
一
可
能
左
様
々
の
購
買
計
霊
を
立
て
る
己
と
が
て
き
る
が
、
人
は
合
理
的
に
行
動

す
る
限

p
、
自
ら
の
致
用
を
極
大
に
す
る
よ
う
た
購
買
計
霊
を
濯
揮
す
る
ー
ー
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
不
確
貫
性
が

存
在
し
な
い
揚
合
の
仮
設
を
摘
張
し
て
不
確
貫
性
が
存
在
す
る
場
合
に
は
妓
月
の
期
待
値
を
極
大
に
す
る
と
い
う
仮
設
に
よ
っ
て
設
明

し
よ
う
と
す
る
試
み
は
既
に
古
く
か

b
在
在
し
た
が
、
近
年
に
至
ワ
て

E
E
S
E
5
冒
E
言
。
己
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
接
近
法
に
よ
っ



τ大
量
く
前
進
さ
せ

b
れ
た
。
更
に
、
己
れ
と
闘
し
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
十
ベ
イ
ジ
雨
教
授
の
す
ぐ
れ
た
業
績
が
存
在
す
五
円
。
同
教

授
は
、
こ
の
新
し
い
接
近
法
に
ゐ
け
る
問
題
の
取
放
い
に
基
い
て
、
放
用
の
期
待
値
の
極
大
と
い
う
仮
設
か

b
出
裂
し
、
且
ワ
蓄
米
の

殻
用
分
析
を
蹟
張
ず
る
こ
と
に
よ
っ

τ不
確
質
性
を
伴
う
選
捧
心
理
論
主
説
明
す
る
と
と
が
て
さ
る
こ
と
を
示
し
た
む
て
あ
る
。
雨
教

授
は
専

b
グ
ラ

7
を
用
い
て
の
説
明
に
よ
り
論
主
進
め
て
い
る
が
、
解
析
的
仕
方
法
に
よ
る
悲
ら
ば
、
雨
教
授
の
結
論
を
、
よ
り
厳
密

て
も
し
か
も
、
主
り
一
般
的
な
形
に
置
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
そ
れ
に
よ
っ

τ雨
教
授
に
お
い
て
は
論
じ

b
れ
ず
浅
さ
れ
た

諸
黙
を
朗
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
己
れ
を
示
す
の
が
、

ζ

の
小
論
の
め
ざ
す
所
て
あ
る
。

ω
乙
の
代
表
的
在
著
作
と
し
て
位
、

4
S
P
E
E
P
E
v
p
d
n
E
o
F
円
P
6
4
A『
h
Q
5
2足
時
君
主
翌
九
W
E
S
3
5
R
N
且

宅

百

∞
「
目
白
}
由
自
在
M
E
r
E叶
J
S
N

昌

panrm戸

rwRMW早
o
E】
出
品

E
E
F
司

E
R
g広
町

EM句
R
F
自
門
凶
嵩
BEE-LO
口
E
H
3
t
J同
E
昔、

N

ミ
32u
〉

h
l
r
H
C印
。
撃
が
あ
る
。
前
者
の

著
作
に
お
い
て
国
内

S
Eロ
冨
o
両日
R
B
雨
教
授
は
、
確
貨
な
選
揮
割
象
の
持
ヲ
設
用
主
、
不
確
貨
な
選
揮
針
象
の
組
合
せ
が
持
つ
設
用
の
駐

待
値
・
と
の
比
較
か
p
b
、
設
用
の
致
量
的
測
定
の
可
抽
性
を
示
そ
う
と
い
う
興
味
あ
る
試
み
を
な
し
て
い
る
。

な
お
、
不
確
貫
性
を
伴
う
謹
揮
理
論
円
最
近
の
鼓
肢
を
概
説
し
た
も
の
と
し
て
、
〉
5
4
3
2
k
g白
色
〈

O
Kイ
唱
。
臣
官

S
F
O
H
V
2
4
且

口
「

0
5
目
白
F
ー↓喜
E山
田
何
時

E
C。目、
3
h
E
S喜界
3
5
6
0亘
-
E印
円
が
あ
る
。

宮

町

M
H
O
E
E
E
F
-
m
2
3
.ょ
F
E
E
Z
E
-
B
a
g
s
-
z
-〈一

E
Z
E
-
-
J
R
H
E
i
h
q
E
E
h
k
F
E
S
F
r
口町、

日以》

M
g
l由
。
応
・
な
布
、
こ
の
論
文
位
、

h
a
b
s
h
h
言
、
3
R
U
4
S
4・
E

白

4fiE
に
再
艦
さ
れ
て
い
る
。

(2) 次
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
よ
う
。
結
果
の
確
究
た
行
動
…
刷
、
不
確
質
存
行
動
一
川
の
い
づ
れ
か
を
濯
ば
ね
ば
た
ら
ぬ
人
が
あ
る
と
す

る
u

モ
し

τ、
も
し
確
γ
貨
な
行
動
は
を
と
れ
ば
、
主
の
結
果
と
し
て
一
定
量
心
硲
究
な
貨
幣
所
得
ん
が
得

b
れ
る
。
も
し
不
確
賢
な
行

塁
揮
k
不
確
質
性

第
七
十
五
特

モ

第
三
山
田

回
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五
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一
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第

強

四

動
引
を
選
べ
ば
、
モ
の
結
果
と
し
て
得
b
れ
る
貨
幣
所
得
の
大
き
さ
は
不
確
買
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
濁
立
的
に
起
り
得
る

n
筒
白
場

合
が
考
え
ら
れ
る
と
し
、
モ
の
各
会
の
場
合
に
獲
得
し
得
る
所
得
が
ム
ん

:Fi--人
て
示
さ
れ
の
と
す
る
。
更
に
、
モ
の

n
箇
の
場
合

が
各
z
生
じ
得
る
確
率

AAn--=
・
-
九
は
、
そ
の
人
陀
主
っ
て
穣
想
さ
れ
る
と
す
る
。
乙
の
場
合
、
明
b
か
に
不
確
買
な
所
得
の
期
待

値
-
J
は
、
川
〉
ト
て
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
今
、
こ
の
不
草
者
所
得
の
期
待
値
目
J

の
値
が
、
行
動
は
を
と
っ
た
場
合
の
確
明
言
所
得

ん
の
値
に
等
し
い
と
し
よ
う
。
更
に
、
行
動
却
が
も
た
ら
す
妓
用

q
Q
u
)
ゼ
示
せ
ば
、
行
敷
町
が
も
た
ら
す
数
用
の
期
待
値
は
凶
門

q

R)〕
H凶
h
e
q
Qし
て
示
さ
れ
る
。
そ
し
ず
、
も
し
円
、

(
E
v
h〔
q
Q
U〕
た
ら
ば
、
そ
白
人
は
行
動
伝
よ
り
も
行
動
は
主
選
揮
し
、

逆
に

q
Qロ
〕
八
同
〔
門
、
ハ
ト
)
〕
な
ら
ば
、
行
歌
川
町
よ
り
も
行
致
凶
が
選
揮
さ
れ
る
と
仮
定
し
よ
う
。
上
惑
の
如
く
、
い
ま
〉
川
町
の
場

合
主
想
定
し
て
い
る
か

b
、
此
露

u
q
q
o〕
は
、
蛍
然
円
、
(
同
)
に
よ
っ
て
置
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
己
て
円
、
(
〉
)
m
h〔
匂
ハ
か
)
〕
は
如
何
な
る
保
件
陀
上
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
を
者
察
し
た
け
れ
ば
な

b
な
い
。

用
函
数

q
Q
U
を
J
の
離
に
治
い
て
テ
イ
ラ
ー
展
開
し
、
高
次
の
項
を
無
関
す
れ
ば
、

・

1

「

白

総

/

ミ

1
コ
ご
S

J

(H・
3
q
Q
R〉

H
q
(同
〕
+
(
〉

1H)(
司
)NUH十

L
引
l
(間
柱
、

r
K
I
w
i
-送

)

ム
を
得
る
確
傘
A

自
在
、
こ
れ
ら
の
各
主
の
式
白
雨
明
躍
に
乗
じ

τ、
そ
れ
b
の
す
べ
て
の
式
を
相
加
え
れ
ば
、
次
の
式
を
得
る
己
と
が
で

き
る
。

己
白
た
め
に
、
放

二日

2
一

-

-

、

;
F
〉

時
、
P
y
m
-
6
q
Q
)十
司
令
(
〉

1
3
E
N
1
t
h
e
-
皇制)同日同

こ

ω式
の
右
渥
第
二
項
は
零
に
等
し
い
。
何
故
た
b
ば
、
凶
〉
〉

u
h
-
M〉
H
Y

(
H
M
)
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(
H
N
U
式
か
ら
、

1

4

旨

l
-
E
t

阿
古
(
ど
い
H
q
q
)十
叫

M
h
k
N
1
1
)

-

U

M

F

q

h

y

「
U
H

同
〔
匂
(
片
品
〉
〕
は
上
諸
の
一
如
く

q
qむ
の
数
聞
学
的
期
待
値
で
あ
る
。
ま
た

M
h
J
Q
-
1
H
)
回
は
不
確
{
旺
凡
な
所
得
ム
ん
:
:

(

同

叫

)

一
人
の
分
散

(
〈
白

E
ロ
わ
ぬ
)
を
示
し
て
い
る
の

モ
己
て
(
的
)
柏
市
負
に
よ
っ
て
き
=
一
つ
の
場
合
が
あ
り
得
る
o

)
¥
官
製
/

F

》

い
/
問
ご
N
L
-
V
G

川
(
鴨
)
N
L
H
C

川

(
M
W
)
l
八。

川
白
場
合
、
即
ち
期
待
値
の
近
傍
に
h
t
w
て
所
得
白
限
界
放
用
が
握
増
的
で
あ
る
揚
合
に
は
、
モ
白
人
は
不
確
貫
性
を
持
つ
行
動
凶
を

経
質
性
を
持
つ
行
動
制
よ
り
も
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
濯
揮
す
る
。

川
の
場
合
、
即
ち
所
得
の
限
界
放
用
が
一
定
て
あ
る
時
に
は
、
行
動
凶
と
行
動
一
聞
と
の
聞
の
選
揮
は
無
差
別
で
あ
る
。

川
の
場
合
、
即
ち
所
得
白
限
界
放
用
が
握
滅
的
ゼ
あ
る
場
合
に
は
、
行
動
刷
よ
り
も
行
動
凶
が
建
揮
さ
れ
る
。

乙
の
結
果
は
、
フ
リ
ド
マ

y
y
十
ベ
イ
ジ
隔
教
授
が
グ
ラ

7
を
用
い
て
一
示
し
て
い
る
結
論
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
。
固
に
お
い
て

φ

な
ら
ば

同
門
内
刊
(
h
p
)〕

V
q
Q
)

た
ら
ば

K

町
〔
向
日
(
〉
)
〕
日
円
、
(
同
)

な
ら
ば

同
〔
円
、
(
か
)

U

八
円
、
(
同
)

曲
線
は
綿
放
用
函
数
を
不
す
。
ム
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
縞
立
的
に
生
じ
得
る
と
諌
想
さ
れ
る
不
確
貨
な
所
得
、
一
ー
は
そ
れ

b
D
期
待
値
、
ん
は

確
質
友
防
得
て
あ
る
。
と
の
時
〉
の
は

q
Q
G
)て
あ
り
、
国
の
が
同
〔

q
Q
6乙
で
あ
る
己
と
は
容
易
に
確
め
る
こ
と
が
で
空
る
。
従
つ

て
放
用
函
数
の
形
が
圃
1
の
如
ふ
さ
場
合
に
は
、
同
〔
円
、
(
〉
)
〕
八
円
、
(
〉
)
て
硲
貫
性
主
持
っ
た
行
動
が
濯
ば
れ
、
逆
に
園
2
の
如
き
場
合

選
揮
ル
」
不
曜
武
怯

第
七
十
五
巻

一
七
五

第

按

四



競
輪
に
必
け
る
単
勝
式
と
複
勝
式
白
匡
別
を
想
起
さ
れ
た
い
)

O

、、J
M

弘、

は
、
営
仲
間
、
分
散
D
値
を
大
き
く
す
る
o

己
の
結
果
、
石
山

)
V
O
在
る
限
り
、
同
〔
匂

P
N
M
¥
i
N
H
N
 

(〉
)
U
l
q
(
H
)

の
一
値
は
以
前
よ
り
も
大
き
く
な
る
。
即
ち
、
そ
の
人
が
不
確
質
性
を
持
つ
行
動
を
確
賢
た
行
動
よ
り
藍
ま
し
い
と
感

じ
て
い
る
時
に
は
、
己
白
よ
う
な
賃
金
構
造
の
礎
化
は
宮
く
じ
に
封
す
る
購
買
欲
士
一
層
刺
戟
す
る
こ
と
に
た
ム
。

選
揮
と
不
確
貸
住

十2咽

a 

掛
町
仏
側
閉

--1L 
1.(.，) 

すl園

白

緯
酎
問

第
七
十
五
巻

一
七
大

四
回

第
三
位

1， iI(再

に
は
凶
〔

q
q
u
u
v
q
q
o〕
て
不
確
貫
性
を
持
ヲ
行
動
が
選
ば
れ
る
と
い
う
結
論
を
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
乙
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
に
よ
る
方
法
ゼ
は
、
生
じ
得
る
不
確
寅
な
所
得

の
分
布
が
、
ム
ん
白
二
箇
し
か
左
い
場
合
の
よ
う
な
極
め
て
簡
阜
な
場
合
し
か
取
扱
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
上
越
白
解
析
的
な
方
訟
に
よ
れ
ば
、
様
々
の
程
度
の
不
確
質
性
が
存

片舟

在
し
、
起
担
得
る

n
箇
の
不
路
貨
な
所
得
が
あ
る
場
合
を
も
一
般
的
に
取
扱
う
と
と
が
可
能

で
あ
る
o

そ
れ
ば
か
り
か
、
行
動
剖
が
行
動
到
以
上
に
撃
ま
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
程
度
、
或

い
は
行
動
引
が
行
動
川
以
上
に
藍
ま
し
い
と
感
じ

b
れ
る
程
度
は
、
士
に
導
い
た
(
戸
山
)
式

士
、
(
被
)
柏
市
封
怖
の
大
さ
さ
と
、
ザ
(
h
l
守
、
問

E
箇
の
不
保
管
所
得
の
分

散
白
値
と
に
依
存
す
る
と
い
う
事
貨
を
知
る
ζ

と
が
で
古
る
。
従
っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
こ

ι 

と
も
可
能
で
あ
る
o

h
士
宮
く
じ
を
買
う
場
合
の
選
捧
を
考
え
よ
う
。
そ
し
て
、
富
く
じ
一

枚
首
り
の
債
格
、
及
び
賞
金
総
額
を
不
襲
に
と
ど
め
た
士
吉
、
営
り
く
じ
の
散
を
誠
b
し、

そ
白
代
り

K
、
蛍
り
〈
じ
一
枚
営
り
白
賞
金
額
を
増
加
し
た
と
し
よ
う
(
或
い
は
、
競
馬
、

己
の
賞
金
構
遣
の
闘
型
化

。ω〕
式
か

b
件
b
れ
た
結
論
を
、
更
に
一
般
的
な
場
合
に
擦
張
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
。
い
ま
確
質
牲
を
持
つ
行
動
と
不
確



質
性
を
持
つ
行
動
と
の
間
白
濯
揮
が
、
常
期
に
お
け
る
所
得
の
み
な
ら
ず
、
次
期
に
お
け
る
所
得
に
屯
関
連
す
る
と
り
つ
場
合
を
考
察

す
る
。
例
え
ば
、
或
る
企
業
が
二
つ
の
生
産
計
葺
凶
回
の
い
づ
れ
か
を
濯
ば
ね
ば
な
b
た
い
と
し
よ
う
。
も
し
計
霊
九
日
を
濯
や
へ
ば
、
そ

の
企
業
は
、
営
期
に
も
次
期
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
量
の
利
潤
を
確
買
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
計
章
一
聞
を
選
ペ
ば
、
首
期
に

も
女
期
に
も
確
賢
た
利
潤
は
保
詮
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
或
る
確
率
分
布
を
持
っ
た
不
確
貨
な
利
潤
の
見
込
み
が
奥
え
ら
れ
る
と
す
る
。

ま
た
、
モ
の
時
、
不
確
買
な
利
潤
の
期
待
値
は
、
営
期
比
ゐ
い
て
も
+
乱
期
に
沿
い
て
も
、
計
重
凶
白
結
果
と
し
て
生
じ
る
確
宜
友
利
潤

の
大
き
さ
に
等
L
h
と
仮
定
す
る
。
こ
白
ょ
う
左
場
合
、
先
に

(
H
1
8

を
翠
い
た
場
合
と
同
じ
手
績
さ
を
今
度
は
三
嬰
数
に
闘
し
て

通
用
す
る
己
と
に
よ
っ

τ、
容
易
に
女
の
一
式
主
同
博
る
こ
と
が
で
き
る
o

圧
し
、

d
H、
営
期
に
0
4
主
、
次
期
に
1
4
を
得
る
確
率
て
あ
り
、

，7
4

4

 

8

誼

M
u
h州
、
日
』

q
o
u
M
u
h
d
U
H
L
U
匂
と
記
ナ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

J

の
右
肩
に
つ
け
た
、

O
、
1
、
の
記
抽
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
期
の
襖
想

所
得
、
次
期
の
改
想
所
得
を
意
味
ナ
る
。

3
3
 

」

、

遺

目

、

、

お

M

ミ

/

語

、

包

刷

ミ

/

同
〔
円
、
(
』
志
向
、

J
)〕
H

q
〔
』
-0

・H
H
)
+
中
~
M
U
町
人
、
。
帆
l
i
h
o
)
凶
手
掛
古
川
?
+
凶
」
q
u
Q
J
I
l
h
J
"
示
山
江
川
官
官

b
r
a
t

〆
正

¥
N
M
H
E
K
H
H
/
E

よ
「
巴

請

書

，

¥

白

悶

N

N

/

)

品
加
で
お
り

h
C
Q
U
1
3

司氏一「

M
M
u
k
h
-
D
I
L
-
-
w
M』

J
(
ど
lhhVω

は
、
そ
れ
ぞ
れ
常
期
の
不
確
賞
在
所
得
、
決
期
の
不
確
賢
友
所
得
の
一
分
散
て
あ
り
、
凶
凶
》
匂

Q
J
1
H
H
)
は
雨
期
の
不
確
貨
な
所
得
白
問
白
共
同
盟
勤

(
2
4
Z
E
R
O
)
に
他
た
ら
恋
い
。
従
っ
て
、
営
期
の
み
た
b
ず
一
末
市
内
に
つ
い
て

の
時
間
想
所
得
を
も
考
慮
に
入
れ
た
こ
の
一
般
的
な
場
合
に
は
、
各
刻
白
所
得
の
期
待
値
の
託
傍
に
治
け
る
放
用
函
数
の
二
次
徴
係
散
の

符
説
、
並
び
に
そ
の
絶
封
値
、
及
び
各
期
の
不
確
寅
友
附
得
の
分
散
、
モ
れ
b
の
所
得
の
問
の
共
建
動
詳
の
太
き
さ
に
よ
っ
て
、
選
捧

の
方
向
及
び
モ
の
強
さ
の
程
度
が
決
定
さ
れ
る
。

選
揮
と
不
確
笠
位

第
七
十
五
桂

一
七
七

第

器

四
五



選
揮
唱
と
不
確
実
性

第
七
十
五
巻

七
戸、

第
三
揖

四
ムノ、

(2) (1) 

E
E
R
E
E
F
d
g
昏
ふ
宅
干
4
P
頁
教
は
、
N
吋

REP-を
S
E
R
-雪
弓
に
お
け
る
貰
教
を
示
す

0

3
K礼
町
唱
・
白
山
J
回
日
・

不
確
質
性
を
考
慮
に
入
れ
な
い
場
合
の
選
捧
理
論
に
あ
っ
て
は
、
よ
く
知
b
れ
て
い
る
よ
う
に
致
用
が
数
量
的
に
測
定
吉
れ
る
と
い

う
前
提
は
必
要
て
は
な
い
。
た
だ
相
互
に
比
較
が
可
能
て
、
且
つ
順
序
づ
け
が
可
能
で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
臼
順
序
づ

け
b
れ
た
選
揮
謝
象
に
任
意
の
殺
崩
指
標
を
典
え
る
こ
と
が
て
き
る
。
い
ま
放
用
函
数
U
に
任
意
の
函
数
襲
挨
を
行
っ
て
、

本
引
K
司
(
h
k
)

と
す
る
時
、
、
、
ハ
円
、
)
V
G
が
営
に
成
立
つ
限
P
、
U
の
任
意
の
値
、
仏
、
仏
に
つ
い
て
門
口
湖
円
、
切
に
封
醸
し
て
、
凡
勺
(
q
a
)
川川町、〔円、む

が
、
そ
れ
ぞ
れ
常
に
成
立
す
弘
が
即
ち
、
た
だ
単
調
牲
の
み
を
仮
定
す
れ
ば
、
数
用
指
標
の
取
り
方
に
よ
っ
て
選
揮
の
順
序
に
嬰
更
が

加
え

b
れ
る
己
と
は
た
く
、
放
用
指
棋
の
取
り
方
は
任
意
で
あ
る
。
，
択
に
不
確
質
性
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
に
は
ど
う
て
あ
ウ
う
か
。

こ
の
場
合
に
は
、
不
確
貫
性
を
考
慮
し
な
い
場
合
と
は
具
、
な
り
、
た
だ
単
調
性
の
み
を
蝦
定
し
た
任
意
の
同
盟
換
に
よ
っ
て
、
そ
の
建
揮

序
列
が
不
援
で
あ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
た
い
。
従
ワ
で
、
数
用
の
順
序
づ
け
の
み
が
可
能
で
あ
る
だ
け
て
は
十
分
て
な
く
、
妓
用

を
数
量
的
に
表
し
得
る
と
い
う
前
提
が
必
要
で
あ
る
。
但
し
各
主
の
量
の
聞
の
闘
係
は
、
そ
れ
ら
の
一
女
餐
換
に
よ
っ
て
は
費
更
を
受

け
な
い
。
こ
の
こ
と
を
前
簡
の
結
呆
を
利
用
し
て
詮
朋
を
試
み
よ
う
。

不
確
質
性
主
持
つ
放
用
函
数
U
に
盟
調
性
、
、
(
q
u
v
c
D
闘
争
を
仮
定
し

τ任
意
の
費
換
、
(
円
、
)
を
行
い
、
展
開
す
れ
ば
、

、

百

g
y
h
q
(台
十
父
、

l
b句
、
容
に
(
片
山
〕

M

守
、
、
最

)Nhul、
(
や
)
し

Q

H

H

"

と



前
節
に
お
い
て
示
し
た
如
く
、
こ
れ
は

、

d

l

-

虫

、

、

泊

、

t
/
回

、

3白
t

r

v

及、〔
q
Q
U
u
h
〔q
S
Z
M問、院予

1
3
3司

)
T
H

十三社、「

と
な
る
G

E
の
場
合
に
は
、
確
質
性
主
一
つ
行
動
と
不
確
宜
性
金
持
つ
行
動
と
の
聞
の
選
揮
は
寸
、
、
(
問
)
い

1
1
M
W
)し
の

正

負
に
依
存
す
る
。
綻
つ

τ、
た
と
~
一
河
川
一

vcで
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
同
丈

λ
q
Q
N
)〕
T
V同
〔
匂
〔

b
〕
て
は
な
い
。
そ
し
て
ま

メ
/
由
同
旬
、
H

N

F

」

た
、
(
収

)Nu--で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
奇
〔

q
p
i
z
Eて
は
と
。
露
な
ら
ば
、

Y
の
正
負
に
つ
い
て
は
何
も

知
b
れ
て
ゐ
ら
ず
、
正
負
い
づ
れ
で
も
あ
り
得
る
か

b
て
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
己
の
襲
換
が
一
女
鑓
換
で
あ
る
た

b
ば
、
邸
ち
原
賄

の
位
置
と
測
定
白
単
位
の
み
を
襲
え
る
も
の
で
あ
る
一
な
ら
ば
、

Y
は
常
に
零
に
等
し
い
。
こ
の
こ
と
か

b
、
不
確
貫
性
を
持
つ
妓
用
函

数
は
、
一
次
蟹
換
の
下
に
お
い
て
の
み
、
モ
の
選
揮
の
順
序
は
不
鍵
て
あ
る
己
と
る
知
り
得
る
。

(1) 

何
故
な
ら
ば
、
己
の
闘
慌
が
成
立

Z
品
目
必
要
、
旦
つ
十
分
保
件
主
、
同
日
い
同

-FHvoZる。
U
の
蓮
煩
胎
を
仮
定
す
れ
ば
、
平

同
陀
巳
H
同

内

内

山

、

い

、

a

内
v
J
h
c

一

均
値
の
定
理
に
よ
っ
て

q
o
l
t
q
a
u
、
(
円
、
し
を
充
た
す
U
方

U
〉

U
の
作
γ
M
ず
存
在
L
、
且
つ

~1(qn)
は
偲
定
に
よ
E
必
ず
、

正
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
た
性
質
主
持
つ
数
量
的
な
設
用
画
敷
の
導
出
に
闘
す
る
厳
密
な
澄
明
は

S
P
E
E
g
E
U
自
己
冨
日
間
E5WOE-
忠利

ι
〉君。垣島
E
S
-

E
叶

1!EN
に
お
い
て
奥
え
ら
れ
て
い
る
。

(2) 己
の
節
に
お
い
て
は
確
貫
性
士
持
つ
行
動
と
不
確
貫
性
を
持
つ
行
動
と
の
聞
の
選
揮
が
所
得
税
に
よ
っ
て
如
何
に
影
響
さ
れ
る
か
を

考
禁
し
よ
う
υ

所
得
税
額
T
は
所
得
の
函
数
て
あ
る
。

選
摸
唱
と
平
推
貫
性

第
七
十
五
巷

一
七
九

第

践

四
七



選
揮
E
不
確
貫
性

第
七
十
五
巻

ハ、
O 

第一一一強

四
J、

同
a
H
h
(
h
y

従
っ
て
税
引
後
の
所
得
は
同
l
H
Q
)
ぞ
一
示
さ
れ
る
。
第
一
節
に
お
け
る
技
用
函
数
の
展
開
式

(HH)
に
お
け
る
人
に
、
こ
り
税
引
後

.1
、Q
)
V
C

(ω
同
)

の
所
得
、
1
1一
、
Q
む
を
代
入
す
れ
ば
、

ミ
刷
l
h
q
e
)
〕
日
q
q
l
h
S
〕
+
す
が
1
3
1
Q
Q
U
l
h
S
〕
一
(
問

)1

+一(
F

I

b

-

Q

5

1

5
〕
}

M

容
に
I
H
-
-
S

(
ω
N
U
 

更
に
L

可
〔
同
じ
を
展
開
す
れ
ば

こ
;l1し

を
，.、
仏J

，... 
〕

に

突う
す が
れ )

にミト 11 円、、
〔.....， 
u 

+ 
〔、司
e・
.....， 
Lノ
『、

r、
旬、J

N 

~， 

十

日'1，...
( 

h . 
跡、，
) 

M 

H、
、

〔

同
) 

N 

~， 

句
〔
〉
1
ミ
古
川
勺
パ
同
l
h
q
)
〕
+
h
(
H
O
L
Y
(
〉
1
h
E
h
)
1
山
日
l
h
x
h
、
、
父
〕
〕
(
山
町

)
l

ふ

〔

F
L
I
P
-芝
、
S
l
y
-
H
)
旬
、

3
〕
凶
穏

)
1
2
3
)

第
一
節
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
(
白
山
)
か

b
、

(
u
u
)
 

同
{
門
戸
l
h
(
ど
〕

γ
ミ
ー
ミ
)
〕
l
h
旬
主
1
3
式
、
S
(
肘
)
T
N

』

-

E

E

E

-

-

+
l
q
入
〉
l
h
百
十
|
尽
4

〈
〉
1
h
U
M
Q
、
(
3
1
+
|
凶
》
日
l
h
v
Q
S
U
M

r
e

民

D
札

C
純

一

-

一

-

一

、

1
3
J

I
M〉
(
〉
1
3
M
H
、
(
同
)
l
|
凶
〉
(
〉
1
h
u
凶
、
、
(
ご
十
中

M
〉
(
〉
l
h
)
旬
、
、
(
片
足
、
Q
)
お
山
一
ー

e

6

E

6

、
J
E
¥
Y
N

(〉llh)ω

及
び

q
a
-
-
h
)
ゅ
白
如
き
高
次
D
項
は
無
視
し
得
る
か

b
、
(
∞
ム
)
式
は
女
の
よ
う
に
書
き
改
め
ら
れ
る
。

刊

、

、

(

同

)

へ

J

同
{
勺
〔
〉
l
H
Q
U
〕
}
H
q
q
l
h
S
〕
l
M
N
叩
〉
(
ハ
|
岳
町

)
1

( 

w 
品、J

(
臼
印
)



こ
り
式
の
右
選
第
二
項
は
、

第

官官

c + 
ω1(; 
) げー

式 Nは
に 1"':
jS 1>=1， 
い..，t~

て V
は 午不、
ι 

主先己 l 
亡;δヨ1

7再予 ( 

広唱F
τつ〉=)j
た L
項
てー
あ
り

所
得
税
を
考
慮
に
入
れ
る
と
と
に
よ
っ

て
加
わ
フ
℃
き
た
項
て
あ
る
o

果
描
積
率
が
採
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
、

svcて
あ
り
、
(
一
日
)NL
は
、
放
用
函
山
販
が
単
調
増

加
一
幽
数
て
あ
る
以
上
、

E
て
あ
る
か
ら
、
こ
J

「
内
同
b
凶
h

。
q
l
b
M
(
ぽ
J

J

は
全
艦
と
し
て
負
に
た
る
。
累
準
税
率
が
採
用

じ

f

N

帆

札

拘

/

白

、

ミ

N
H
Nし

さ
れ
て
h
る
場
合
に
は
、
己
の
負
。
項
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
℃
、
無
税
、
或
H
は
比
例
税
率
の
場
合
に
比
較
し
て
、

L

司
{
q
Q
1
l
h

Q
U〕
}
l
勺〔
h
l
h
q
)〕
の
値
は
減
少
し
、
不
確
貫
性
を
伴
う
行
動
の
一
選
揮
は
望
ま
し
く
左
い
も
の
と
な
り
、

モ
の
結
果
、
人
々
は

確

賢

な

所

得

士

約

束

す

る

よ

う

な

行

動

士

一

層

好

む

傾

向

を

持

つ

に

至

る

。

即

ち

累

進

卒

が

高

い

程
、
と
の
妓
呆
は
大
き
い
。
比
例
税
率
の
場
合
に
は
し
下
、
Q
)
H
G
と
な
る
か
ら
右
溢
第
二
項
は
消
え
、
こ
の
放
果
は
存
在
し
な
い
。
従

づ
て
、
己
白
場
合
に
は
第
三
項
目
係
肱
〔
H
l
H
、(
3
u
Tて
一
却
さ
れ
て
い
る
致
某
の
み
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。
通
常
臼
税
髄
系
k
b
い
て

は
L
司、

Q
)八
回
と
考
え

b
れ
る
か
ら
、
こ
白
係
数
〔
H
l
L
司、

Q
)〕
随
一
は
、
人
が
確
賢
た
行
動
と
不
確
買
な
行
動
の
い
づ
れ
を
選
ぶ
に
せ
よ
、

無
税
の
場
合
と
比
較
し
て
、
そ
の
望
ま
し
さ
の
程
度
を
減
少
さ
せ
る
数
某
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
'
司
、
、

Q
)
値
が
大
青
山
ド
程
、

選
樟
k
不
服
武
位

第
七
十
五
巻

ノに

揮

さら官

四
ブL




